
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

  

  

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

№１４０ 

令和２年 

TEL 922-4035 FAX 922-4036 

（行政窓口）  TEL 922-2461 

人 口 13,969 世帯数 6,779  

令和２年 10 月 1 日現在 

 

１１月号 

発行 大歳地域交流センター 

開館時間 8 時 30 分～17 時 15 分  

 

題 名：はなたば 

お名前：西嶋ひなせさん 

（岩富） 

 

  

日にち：１１月１４日（土） 
時 間：１０：００～１１：３０ 
場 所：大歳地域交流センター 講座室 
定 員：１０人（原則：小学３年生以上） 
参加費：無料 
受付開始：１１月２日（月）から 
【申込・問い合わせ】 
大歳地域交流センター(083-922-4035)まで 

日にち：１１月３０日（月） 
時 間：①か②どちらか一方の申込をしてください。 

①午前の部  ９：００～１２：００ 
②午後の部 １３：００～１６：００ 

場 所：大歳地域交流センター 講座室 
定 員：各部先着１０人 
参加費：８００円 
受付開始：１１月２日（月）から 
【申込・問い合わせ】 
大歳地域交流センター(083-922-4035)まで 

 

 

フジグラン山口店さん協力のもと、店内の一

角をお借りし、大歳地域交流センター定期利用

団体である「菜の花絵画クラブ」の皆さんが作

品展示会を行います。 

 ぜひお立ち寄りくださいね♪ 

日 時：１１月１３日（金）～１１月１７日（火） 

    １０：００～１８：００ 

    （※最終日は１６：００まで） 

場 所：フジグラン山口店 フードコート横 

    （山口市黒川３７３６） 

問い合わせ：大歳地域交流センター 地域担当 

（TEL０８３－９２２－４０３５） 

 

 

好評につき、第２回目の実施をいたします！ 

普段の生活ではなかなか体験できないプログ
ラミングを学び、実際にロボットを動かしてみ
ましょう。目指せプログラミングマスター！ 

 南部地域おこし協力隊の中岡佑輔さんをお
招きし、レザークラフト講座を開催します。 
 簡単に楽しく作れるハンドポーチを作成し
てみませんか？ハンドステッチ（手縫い）も
体験できますよ。ぜひご参加ください♪ 

毎年恒例、年末の大歳地域交流センター大掃除

をします。 

つきましては、センター定期利用登録してい

る団体は、２名以上の参加をお願いします。 

なお、新型コロナウイルス感染拡大防止の

為、マスク着用等の対策や、発熱・風邪の症状

がある方の参加を控えていただく等、ご協力を

お願いいたします。 

また、参加される方は、ぞうきんを各自１枚

持参をお願いいたします。 

日 時：１２月６日（日） ８時～９時 

場 所：大歳地域交流センター 

問い合わせ：大歳地域交流センター  

（TEL０８３－９２２－４０３５） 

 

※手・指の消毒、マスクの着用など、新型コロナウイルスの感

染症拡大の防止にご協力ください。 

※当日発熱や風邪等の症状がある場合は、参加を控えていただ

くようお願いいたします。 

※申し込み多数の場合、初めて受講する方を優先させていただ

きます。ご理解の程、よろしくお願いいたします。 

 

※手・指の消毒、マスクの着用など、新型コロナウイルスの

感染症拡大の防止にご協力ください。 

※当日発熱や風邪等の症状がある場合は、参加をお控えいた

だくようお願いいたします。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 大歳地区食生活改善推進協議会の方をお招き

し、子どもの食育について、楽しくゆっくりと

お話を聞きましょう。 

日時：１１月１１日（水） 

１０時～１２時（受付９時３０分～） 

場所：大歳地域交流センター 

内容：幼児向け食育について 

対象：乳幼児の保護者 先着１０組 

申込：大歳地域交流センター 

（ＴＥＬ ０８３－９２２－４０３５） 

※１１月２日（月）から受付開始。 

 定員になり次第締め切ります。 
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運動に取り組むきっかけに、ご自身の歩数を

知ることから始めてみませんか？ 

山口市では運動不足を解消したい方が気軽

に運動を始められるようにサポートしていま

す。歩数を記録して提出していただくと、応援

メッセージや健康情報をお届けします♪ 

  
 検索 

 

毎日の歩いた距離や歩数、消費カロリーなど

の計測ができます。その他、様々なサービスが

受けられるので、ぜひご活用ください♪ 

で検索！ 

【問い合わせ】山口市健康増進課 
TEL：(083)921-2666、FAX：(083)925-2214 

 

令和３年山口市成人式を下記日程で行います。参加される方はご確認の上、お申し込みください。 

▼日時：令和３年１月１０日 

【第一部】１３時～受付、１４時～記念式典 

対象地域：湯田、吉敷、大歳、陶、鋳銭司、名田島、二島、嘉川、佐山、小郡、秋穂、阿知須 

【第二部】１５時～受付、１６時～記念式典 

対象地域：大殿、白石、仁保、小鯖、大内、宮野、平川、徳地、阿東 

▼場所：山口市民会館（山口市中央２丁目５－１） 

▼対象：平成１２年４月２日～平成１３年４月１日に生まれた方 

▼案内状： 

１．令和２年１１月１日時点で山口市に住民登録のある方は、１１月中旬頃発送予定。 

２．上記１.以外の方 

  下記連絡事項を、社会教育課（s-kyoiku@city.yamaguchi.lg.jp）までＥメールにてご連絡

ください。１１月中旬以降、順次発送いたします。 

 ＊メールタイトル「令和３年山口市成人式案内状送付希望」 

 ＊メール本文（１）氏名（２）フリガナ（３）案内状の送付を希望する住所 

（４）連絡先となる電話番号 

（５）世帯主氏名（山口市内の実家に送付を希望される場合のみ） 

（６）参加を希望する式典（第１部もしくは第２部） 

▼事前申し込み：案内状が届きましたら改めて、式典への事前参加申し込みが必要です。 

       式典への事前申し込みの方法については案内状をご参照ください。 

▼その他： 

  ・介助などの配慮が必要な方は、ご相談ください。 

  ・当日は、送迎バスを運行する予定です。詳細は案内状をご覧ください。 

  ・地域ごとの集合写真撮影につきましては、新型コロナウイルス感染症拡大防止の為、行い 

ません。 

【問い合わせ先】社会教育課（ＴＥＬ：０８３－９３４－２８６５） 

mailto:s-kyoiku@city.yamaguchi.lg.jp
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１１月の大人の居場所も、楽しさ盛り沢山！ 
どなたでもお気軽に、お誘いあわせの上、ご

参加ください。お待ちしています！ 
日 時：１１月２１日（土） 

１３時３０分～１５時３０分 
場 所：大歳地域交流センター 
【講堂】 
・有酸素運動ケアビクスの体験 

・フォークダンス&日本舞踊教室の披露 

・コーヒーサービスコーナー 

【会議室１】 
・作品の展示：絵手紙、折り紙、手作りおもちゃ 

・活動写真の展示：老人クラブ、グランドゴルフ、

フォークダンス、シニアコーラス、大人の居場所 

【会議室２】 
・脳トレに挑戦コーナー 

問い合わせ：大人の居場所 代表 大窪 
（ＴＥＬ ０８０－２９０４－８１９３） 

 

 

 11 月の太陽クラブは、クリスマス会を開催

しますよ～。みんなで飾りや楽器つくりをし

て、楽しく過ごしましょう。 

今年はサンタさんが来るかな…？ぜひご参

加ください♪ 

日 時：１１月２７日（金） １０時～１３時 

場 所：大歳地域交流センター ２階 和室 

内 容：クリスマス会（リースや楽器作り。サ 

ンタさんからプレゼントがもらえる 

かも?!） 

対 象：未就園児の親子（１５組） 

参加費：１家族１００円 

持参物：飲み物、お弁当（食べる方のみ） 

申 込：太陽クラブ 代表 竹中 

 （ＴＥＬ ０９０－７１３６－８３０５） 

    ※１１月１０日（火）申込締め切り。 

ネットや SNS による誹謗中傷が社会問題化する中、実体験に基づくお話をお伺いし、改めて
人権について考えてみませんか？ 
■日時・場所：１２月１２日（土）１４時～１５時４０分 山口県教育会館（山口市大手町 2-18） 
■内 容：オンライン講演会 
「言葉の責任 ネットの被害者・加害者にならないために～命の大切さ、人生の大切さ、あきら
めない心～」 
作品展示（人権啓発ポスター児童生徒作品、人権標語コンテストなど） 

■講 師：スマイリーキクチ氏（タレント） 
■定 員：１８０名（無料・要申込） 

（手話通訳・要約筆記・託児 会場参加のみ可、託児は要予約） 
■申し込み方法  
・会場参加の方…メール・ＦＡＸ・はがき・電話のいずれかで、参加される方の 
氏名・住所・電話番号を記載して申し込み（※定員を超えた場合は抽選）      

・ZOOM参加の方…参加される方の氏名・住所・電話番号を記載してメールで申し込み 
■申込締切 １１月２７日（金）必着 ※締切後に入場整理券を送付。 

ZOOM参加の方へはメールで案内します。 
■申し込み・問い合わせ 市人権推進課 

☎：083-934-2767 FAX：083-934-2867 Ｅメール：jinken@city.yamaguchi.lg.jp 
 

 

【スマイリーキクチ氏】 
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和田という地名は各地にありますが、和田は、「わがる＝曲がる」に由来し、川などが湾曲した所にできるや

や広い平地につけられる名と地名辞典には書かれています。しかし、現在の和田にはそうした地形はみあたりま

せん。ところが、江戸中期の「地下上申絵図」には和田で大きく湾曲した椹野川が描かれています。 

 こうした和田の地形を大きく変化させたのが、林勇蔵が中心となってすすめた「椹野川改修工事」でした。明

治２０年に始まったこの改修工事は吉敷川に架かっている大歳橋の下流・橋詰から椹野川の最下流域までを国と

県の補助を受けて、関係 10ケ村で行ったものです。大歳に関わる流域は、岩富の川久保で直角に椹野川に流れ込

んでいた吉敷川を付け替えて和田で鋭角に流れ込むようにする工事と、中川が吉敷川に流れ込んでいる所から、

和田橋まで、椹野川と吉敷川が合流しないように長い堤防をつくる工事とでした。この堤防は現在、自転車道と

して市民に親しまれています。さらに、朝田川が椹野川に流れ込む地域で椹野川の川幅がせまくなっている所を

広げる工事（小郡に属す）も行われ、三作から朝田までの洪水を大きく減らすことができるようになりました。 

 地下上申絵図には和田で蛇行する椹野川が書かれています。蛇行し、洪水で水があふれる地域ですから、石が

ゴロゴロする河原が広がっていたようです。そのため江戸末期には、和田と三作の境界あたりの河原は処刑場に

もなっていました。しかし、吉敷川の付け替えで、処刑場は吉敷川に沈んでしまい、被処刑者を葬った無縁墓も

今はありません。 

この椹野川の蛇行の原因は、川久保で吉敷川が、その上流の福良で九田川が流れ込んで水量が増えたのに、和

田下流で川幅が狭くなっていて、水が流れにくくなっていたためです。そのため、朝田下流が広げられ、九田川

は慶応年間以来の何度かの工事によって上郷で椹野川に、吉敷川はこの改修工事で朝田付近まで伸ばされ、水量

調整が行われました。それでも中川が吉敷川に合流する（昭和になってつくられた）あたりで椹野川と吉敷川が

合流するのでは蛇行の危険性を排除できないと川の中に伸びる一本の線のような長い堤防が作られました。です

から、この堤防（＝自転車道）は椹野川の蛇行を阻止するための必死の努力の生き証人ともいえます。 

 吉敷川の自転車道の対岸側の堤防は広く高くつくられ、新しい主要道路（国道）となって石州街道の名前さえ

奪ってしまい、軽便鉄道や車が走るようになりました。朝田から三作までの旧石州街道は、吉敷川の堤防工事用

の土を提供したため道幅が半減し、農道に近い状況となるなど、この大改修工事は、この一帯の風景を一変させ

てしまいました。 

 ところで、平川の徳證寺のご住職は、子どもの頃、椹野川の対岸を和田と呼んでいたと証言されています。今

は対岸の自転車道には岩富と標札がかかっています。おそらく、和田の呼称は川久保を流れていた吉敷川の左岸

が岩富、右岸が和田であった時代の名残でしょう。現在は、先の原則でいえば、吉敷川の左岸になりますから岩

富と標札に書かれたのでしょう。現在は人家も水田もありません。せめて浄水場の先の空き地などは、花いっぱ

いの公園にならないだろうかと夢想するのは私だけではな

いでしょう。（大歳史談会、文責：武波義明） 

 

  
 

 


